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高齢の養蜂家へは採蜜期に夢都里路くらぶの斡旋でボランティアの方々の協力があり改善されて
いる。　後継者不足は改善の兆しはありません。はちみつを採るよりポリネーション用（花粉交
配用）のミツバチを育成する方が簡単で確実な収入になるからです。
またミツバチを置く場所は入会権で県の地区の養蜂協会の許可が要ります。新規参入が大変難し
くなっています。

春に花が咲く時期に（桜が一番早い）向けて健康なミツバチを育成して、開花が早かろうが遅か
ろうが対応できるように準備をして行きます。
日本が温帯気候のままで四季がつつがなく移行できるように省エネルギーに努めます。

アルゼンチンも一昨年の低温・昨年の旱魃で不作でした。今年の寒波で11月からのシーズンが
まったく読めません。3年連続の不作にならない事を祈るばかりです。

ＥＵやアメリカが中国から買い控えている為、アルゼンチン産はちみつの需要は増すばかりで
す。
品薄で供給量を確保する為四苦八苦しています。為替の恩恵に与れません。残念ながらオースト
ラリアもニュージーランドもはちみつ輸入国になってしまっています。

どうか地球が健康で気候が安定してくれることを願うばかりです。

国産純粋はちみつ600ｇ・200ｇ
（安曇野あかしあ）

純粋はちみつ1200ｇ・600ｇ
（アルゼンチン産）

㈱スリーエイト 2010/9/28

㈱スリーエイト 2010/9/28

養蜂家の高齢化と気候変化による蜜源植物の開花時期の変化は年を重ねるほど、深刻な問題で
す。
養蜂家の最高齢は85歳一番若くて61歳です。年により作柄の変動が大きくなってきています。
国産はちみつは需要に供給が追いつかないのが現状です。
毎年熊に10群以上食べられてしまいます。
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